
 北方町政策審議会 グループ協議 会議要旨 

 

グループ名 グループ２ 出席委員数 ５名 

日 時 平成２３年 ９月２４日（土）９時３０分～１１時４０分 

場 所 第１会議室 

【協議事項】（テーマ等） 

・自己紹介（３人の方が初めてだったので） 

 

１．７月３０日第２回協議会先進地視察について 

参加の感想と北方町の活動の参考になることなど 

 講師の方が初老で意外だった。 

 自助・共助・公助の考え方がよい。 

子ども大学の継続性がすばらしい。 

講座が発展するよう努めていることがすばらしい。 

コーディネーターの育成がすばらしい。 

「しみんてい」の事務所がまちの中心にあり活気があるよう感じた。 

ボランティアの基盤ができている。（代表の方の） 

子ども大学を立ち上げるにはボランティアの育成が大事かと感じた。 

北方町で推進するものは何かなと思った。 

他県ナンバーの車など観光客がきていて活気がある。 

北方町の商店街は活気がないよう感じるが、活気づかせることはできな

いか。 

犬山の見学は参考になった。 

 

２．第１回の協議事項の確認について・３．送付した資料の概要について 

（事務局より要点説明）・４このことについて協議したこと 

  保育園の親たちで小学校入学後の医療費無料化の署名活動をしている。

今回の町議会選挙で子どもの医療費無料化を訴える議員候補者が多かっ

た。 

  全国的に見ると、岐阜県は子どもの医療費助成の推進を進める市町が多

い。 

  下水道と浄化槽の利用割合はどのくらいか。 

 昔からの家は浄化槽の所もあるが、新築住宅地は公共下水道繋ぐことに

なっていて、利用率は７０％以上ある。 

 児童館の建設予定は、平成２３年度から２４年度に変更になった。 

 町内には医療機関が多く恵まれている。 

 ごみを分別してリサイクルセンターに持っていくと、可燃ごみといわれ

ることがある。もっと明確にしてほしい。 

 北方町の住民税は他の市町村に比べて高いのか。 

 基本的にはどこの市町村も同じである。 



 固定資産税どうか。 

一般的に都市化した所は評価が高く固定資産税も高くなっている。岐阜

市は都市計画税が課税されているが、北方町は課税されていないのでそ

の分安いと思われる。 

国民健康保険税はどうか。 

 国保税は岐阜圏域の９市町で２，３番目になると思われる。国保は独立

採算制だが、岐阜市は一般会計からの繰り入れ補助をしている。 

 平成２１年度の資料によると北方の人の通院比率は全国平均の1.1倍ぐ

らいである。 

 健康運動に力を入れた方がよいのでは。 

 がん検診の受診率は低いのでは。 

 近隣市より低いようである。 

 上下水道料金はどうか。 

 岐阜市より上水道料金は安く下水道は高いが、合計するとほぼ同額にな

る。 

 ゴミの収集料金はどうか 

 可燃ゴミの収集を原則無料で行っているのは、当町と岐阜市のみである。 

 

５．新たな項目の協議について 

 子どもと老人の比率はどうなっているのか。 

 以前より出生者は減り、亡くなる人は多くなってきている。 

 南小は以前より児童数が減ってきている。北小と西小の合併は児童数が

多いので無理だと思われる。 

 内科などクリニックが多い。頻繁に通院する人が多いのか。 

 道の駅をつくって活性化をはかるのはどうか。 

 アピタは元気がない。 

 夕べが池公園の再整備はどうか。 

 以前、田でひまわりの集団栽培をしていたことがあるがどうか。 

経費節減などの理由で事業を廃止した。 

道の駅のようなものをつくったらどうか。 

 道の駅でなにか売るにしても、北方の特産品をつくらないといけない。 

 長良公園規模の公園ができるとよい。 

 門前市が充実できないか（若い人たちが出展できるようになればよい。） 

 以前はフリーマーケットを平成公園で開いていたが、最近はできないの

か。 

 リサイクルセンターで開いたフリーマーケットはあまり集客できない。 

 北方では場所がない。道の駅もない。人が多く集まる場所を作ってはど

うか。 

 講座等をやっている人がフリーマーケットに出店するよう、はたらきか

けてはどうか。（「きらり」の講座に来ている人など） 



 文化祭ではちょっと若い人が来づらいのでは。 

 「きらり」や図書館は駐車場が少ない。そのため本巣市（旧真正）や瑞

穂市（旧巣南）の図書館に行ってしまう。 

 県営住宅の跡地利用で、道の駅など人が集まるものを作ってはどうか。 

 十六銀行北方支店の跡地利用は何かないのか。 

 北方は、人が集まる施設大きな公園がないので、都市公園があればよい

のでは。 

 児童館や福祉施設が一体となり交流ができればよいのでは。 

 もちの木作業所とかでも核となる商品があればよい。 

 施設がぽつぽつではなく、１か所に集まり機能的なまちとなるとよい。 

  

 

・次回開催日について 

 １０月１５日（土）午前９時３０分～ 

 


